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NY マーケットレポート（2018 年 6 月 14 日） 
 

 
出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

≪ NY市場概況 ≫ 

 

NY 市場では、序盤に発表された米小売売上高、輸入物価指数、新規失業保険申請件数のいずれも市場予想より良好な結果とな

ったことを受けて、ドルは堅調な動きとなった。一方、ECB が量的金融緩和策を年内で終了することを決めたが、政策金利につ

いては少なくとも 2019 年夏まで現在の水準に据え置くと表明したことから、利上げ時期が市場の想定よりも遅れるとの見方が

広がり、ユーロは主要通貨に対して大きく下落した。そして、欧米の金利差拡大も意識され、ドルは対ユーロを中心に主要通貨

対して堅調な動きが続いた。 

 

 

ECB金融政策発表 

 

欧州中銀 政策金利 0.00％（予想 0.00％・前回 0.00％） 

 

欧州中銀 上限政策金利[限界貸出金利]  0.25％（予想 0.25％・前回 0.25％） 

 

欧州中銀 下限政策金利[中銀預金金利]  -0.40％（予想 -0.40％・前回 -0.40％） 

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

ECB 声明 

 

・政策金利は少なくとも 2019 年夏まで据え置き 

・資産買い入れを 12 月末で終了 

・10－12 月は資産買い入れ額を月 150 億ユーロに減額 

・保有債券の償還元本、必要な限り再投資する 

 

 

ECB 見通し 

 

・2018 年ユーロ圏成長率を 2.1％に引き下げ（従来 2.4％） 

・2018 年インフレ率予測を 1.7％に引き上げ（従来 1.4％） 

 



 
                                           

3 

要人発言 

 

ドラギ ECB 総裁～定例会見 

 

・インフレの調整、本質的な進展があると見込む 

・経済成長の緩和、高い水準からの後退を反映 

・ECB、利上げ時期の議論はしなかった 

・見通しに対し存在するリスク、過小評価したくない 

・経済の基調的な強さ、変わっていない 

・政策委員会、経済状況について幅広い議論があった 

・政策委員会、インフレに著しい改善あったと認識 

・決定は全会一致 

 

 

主要な米経済指標結果 

 

新規失業保険申請件数 21.8 万件（予想 22.2 万件・前回 22.2 万件） 

 

失業保険継続受給者数 169.7 万人（予想 173.4 万人・前回 174.1 万人⇒174.6 万人） 

 

米失業保険申請件数は、前週比-0.4 万件となり、市場予想を下回る結果となった。申請件数の 4週移動平均は、前週比-1250 件

の 22 万 4250 件だった。また、集計が 1 週遅れる失業保険継続受給者数は、前週比-4.9 万人となった。受給者数の 4 週移動平

均は、前週比-3750 人の 172 万 6250 人となり、1973/12/8 までの週以来の低水準となった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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出所：Bloomberg 

 

 

5 月小売売上高（前月比） 0.8％（予想 0.4％・前回 0.3％⇒0.4％） 

 

5 月小売売上高[除自動車] 0.9％（予想 0.5％・前回 0.3％⇒0.4％） 

 

5 月の米小売売上高は、前月比+0.8％の 5019 億 7100 万ドル（約 55 兆 3000 億円）となった。ガソリンなどの販売が増え、昨年

11 月以来 6ヵ月ぶりの大きな伸び率となった。前年比では 5.9％だった。品目別では、自動車・同部品が+0.5％、ガソリンスタ

ンドが+2.0％、百貨店を含む総合小売りが+1.2％、インターネット通販など無店舗販売も増+0.1％となった。変動が大きい自動

車・同部品を除く売上高は+0.9％、前年比では+6.4％。 

 

 

出所：Bloomberg 
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出所：Bloomberg 

 

 

5 月輸入物価指数（前月比） 0.6％（予想 0.5％・前回 0.3％⇒0.6％） 

 

5 月輸入物価指数（前年比） 4.3％（予想 3.9％・前回 3.3％⇒3.6％） 

 

5 月の米輸入物価指数は、2 ヵ月連続の上昇となり、市場予想も上回った。前年比では+4.3％だった。石油・石油製品は+5.9％

となり、石油を除く品目は+0.1％となった。品目別では、原油が+6.7％、食品が+0.4％、自動車・同部品は-0.1％だった。輸入

元の国・地域別では、中南米からの輸入価格が+0.9％、カナダが+1.9％、EU が+0.4％、中国が+0.1％、日本が+0.1％だった。

輸出物価指数は、前月比+0.6％と市場予想の+0.3％を上回り、12 ヵ月連続のプラス。前年比は+4.9％だった。農産物が-1.6％

となり、農産物以外は+0.5％、自動車・同部品は+0.1％だった。 

 

 
出所：Bloomberg 
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ダウ平均株価は3営業日続落、ナスダックは過去最高値を更新 

 

株式市場は、米小売売上高が市場予想を上回ったことなどが好感されて主要株価は買いが先行した。その後は米長期金利の低下

を受けて金融株が売られたことが、ダウ平均を押し下げた。ダウ平均株価は、序盤堅調な動きが続いたものの、その後はマイナ

ス圏に落ち込み、3日営業日続落となった。一方、ハイテク株中心のナスダックは終値ベースの過去最高値を更新して終了した。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

出所：データを基に SBILM が作成 

 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


